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Ｑ：留学について、他のアジア諸国の学生が積極的に留学しているのに
対し、日本の学生は海外に留学したがらない印象がありますが。

Ａ：日本の学生も留学へのモチベーションはあります。しかし、不景気
の中、就職が 1年遅れてしまうことを心配して踏み出せないでいるよう

です。就職先が決定してから数カ月留学するケースはありますが…。私

はできる限り学生を国際会議に連れて行くようにしているのですが、国

内外の研究者とコミュニケーションをとることで向学心を刺激され、留学したがる学

生が多くいます。

　慶應義塾大学では、学生に十分なチャンスを提供していると思います。ダブルディ

グリー・プログラム※もありますし、私の出身大学でもあるスイス連邦工科大学チュー

リッヒ校（ETHZ）ともインターンシップの連携協定を結んでいます。決してチャン

スがないのではなく、学生が就職を心配していることが一番の原因だと感じています。

「海外から見た日本、
 日本から見た海外」

チッテリオ准教授の一問一答

「国際人のすゝめ」
Ｑ：先生は母国語（ドイツ語）・英語のほかに日本語も堪能ですが、学生に
伝えたい外国語習得のこつはどのようなものでしょう。

Ａ：最初の頃は、日本語で行われていた研究室の輪講※やセミナーを聞き

ながら覚えました。特に専門用語に関してはよい辞書がない場合があるので、

とにかく聞くことが重要です。海外から来た研究者の講義を聞くだけでも、

自分の専門分野の単語について知識を増やすことができます。ぜひ機会を活

用して欲しいですね。私はそういった経緯で日本語を覚えたので、雑誌に載っ

ているようなふつうの文章は読めませんが、学生の論文なら日本

語で読むことができます。

（※輪講：学生たちが研究の進捗
を報告し合い、指導教員とともに
その内容と方向性を議論する場。
洋書や原著論文を輪読したり、基
礎的な問題を解いたりする場合も
ある。）

（※ダブルディグリー・プログラム：慶
應義塾と協定校双方合意のもとで準備さ
れた一連のカリキュラムを修了すると、
両校から同時に学位を取得できる仕組
み。理工学部・理工学研究科ではフラン
スのエコールサントラル、スウェーデン
のルンド大学とダブルディグリー・プロ
グラムを実施している。）

Ｑ：日本ではコネクションが重要というの
はどういった点においてでしょうか？

Ａ：日本の研究活動は、研究者同士の結び
つきが強く情報も比較的オープンです。ア

メリカで研究をしたことはありませんが、

日本よりは自分の世界を守りたい人が多い

イメージがあります。

Ｑ：慶應の学生が国際的な活動を行って
いくうえで、どのような点が重要だと思

われますか？

Ａ：最も重要なのは、英語のコミュニケー
ション力です。国際会議に参加したとき

に、自分の研究について十分コミュニケー

ションがとれること。そうすれば、修士

課程の学生だったとしても、世界で自分

ひとりしか行っていない研究について伝

えることができ、研究者としての自信が

つきます。英語による一般的なコミュニ

ケーション、特に専門分野に関するコミュ

ニケーション力がないとハードルが高い

ままです。まずハードルを低くすること

が重要だと学生に言っています。

Ｑ：日本を選んだ理由、日本のメリットとはな
んだったのでしょうか？

Ａ：文化が異なる環境でチャレンジングに研究
生活を送りたいと思い、選びましたが、来てみ

ると、とても研究しやすい環境でした。まず、

日本では研究費を比較的獲得しやすく感じまし

た。また、日本の研究活動では、コネクション

が非常に重要な役割を果たすのですが、恩師の

鈴木孝治教授はその分野のベテランなので、塾

内外にわたりコネクションが多く、そういう

ネットワークに入ることができたのも大きなメ

リットでした。


